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講評および講演会 
講師：横浜市教育委員会北部学校教育事務所

授業改善ｾﾝﾀｰ授業改善支援員、横浜国立大学

教育人間学部講師 永池啓子 先生 

演題：「グローバル社会に生きる学び合う力の育成」 

 

 永池先生は、ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ先進校であ

る横浜市立白幡小学校の前校長先生として

主体的な児童の育成に尽力されました。    

１年ほど前から指導していただきながら

一緒に児童の成長を見守ってくださいまし

た。「パンフレットにあげれている『ｸﾞﾛｰ

ﾊﾞﾙ社会に生きる子どもたち』を育てると

いう意味が永池先生のお話を聞いてよくわ

かりました。答えだけを教えるのでなく、

考える力をつけるために丁寧に子どもたち

を教育してくださる学校だと感じまし 

た。」等々、 

参加者の皆様 

と共に未来を 

創る子どもた 

ちの教育に携 

わることがで 

きる幸せを感 

じることがで 

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開授業研究会 
「グローバル社会に生きる学び合う力の育成」 
～表現力に焦点をあてた授業づくりを通して～ 

６月２４日（土）に公開研究会を行いました。 

教育関係者の皆様、学園関係の皆様、なぎさ登録者 

（次年度入学をお考えの方）合わせて約１５０名の 

方に参加していただきました。 

＜1 年生：英語＞ 
１年生のモジュール時 

間２５分の授業は、 

「Wild Animals」 

楽しく身体を使いリズ 

ミカルに英語を覚えな 

がら、学ぶ子どもたちに参

加者も笑顔で見てくださいました。感想には、「話すこ

と、聞くことだけでなく、読んだり書いたりとバランス

よく学んでいると感じました。」など、なぎさの英語学

習を評価していただきました。 

＜３年生：国語＞ 
「一番好きな主人公 

の性格を紹介しよう」 

という単元では、「モ 

チモチの木」を題材に 

紹介ポップを作る」 

ことを学びました。 

児童の司会・進行で 

行われる授業に「子どもたちの学びあい、発見する様子

が伺えた。教師のファシリティトする姿が見事だっ

た。」との感想いただくなど、主体的な子どもたちの姿

や教師の指導力の高さをほめていただきました。 

＜５年生：理科＞ 
「ビオトープにメダカをふやそう！！～メダカの誕生～」 

新しい１年生に、メダカでいっぱいのビオトープを体

験してほしいという願いから、児童自ら、この単元の計

画をたてて主体的に学習を進めていくことをめざす授業

でした。そのための工夫として、一人１匹の「マイメダ

カ（卵）」の飼育をすることでメダカへの愛着をもち、

互いに成長の様子を交流し合い、課題に気づくように学

習を進めていきました。参加者から「今、何をすべきか 

すべての児童が理解し、活動し 

ていました。発表者や司会が困 

ったとき、視点がそれそうにな 

った時、先生がそっとｱﾄﾞﾊﾞｲｽを 

されていた姿が印象的でし 

た。」との感想をいただき、何 

よりうれしい言葉でした。 
 
 
 
 

アガパンサス 
アガパンサスはさわやかな涼感のある

花を多数咲かせ、立ち姿が優雅で美し

い。性質が強く、ほとんど手がかから

ない。本校の駐車場近くの植え込みに

梅雨時期きれいな花を咲かせる。 

 
7 月の生活目標 

○ふるえる心を発揮しよう（音楽会） 

○平和について、みんなで考えよう 

 

合唱部の協力に感謝 
本校合唱部の歌声で始まった研究会で

した。校舎内で案内や麦茶のおもてなし

などについて応援してもらいました。参

加者から「挨拶や接待の態度がすばらし

く感心しました。」の声しきりでした。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


